
ご案内（薄井） 2023

東京大学・大学院農学生命科学研究科では、Amgen Biotech Experienceプログラムの日本での運営を
担当しておられます。東京大学の工藤光子先生よりご案内をいただいています。

～～～～～～

基本的に、高校の実験室で
もできる遺伝子組み換え実験
で、ピペットの練習、プラス
ミドの制限酵素処理、電気泳
動での切断確認、ライゲーシ
ョン、形質転換、大腸菌培養、
タンパク質精製です。組み込
む遺伝子は、ピンクに光る遺
伝子（RFP)です。
午前午後使える場合は、1

日目で、大腸菌をプレートに
まくところまで行います。2
日目の午前中でたんぱく質精
製を行なって終了です。半日
の場合は、3日に分けて行う
ことが多いです。先生たちの
ご都合に合わせて、実験プラ
ンをご提案するところも行っ
ています。
兵庫県の興味のある先生が

10名程度どこかにお集まりい
ただければ、そちらに研修に
伺うことも可能です。
その後、実際にそれぞれの高
校に合わせたプランを実施し
ていただく際に再度連絡を取
り、日程、人数など調整して、
すべての資材をお送りいたし
ます。ついでにサポートスタ

https://www.facebook.com/Amgen.Biotech.Experience.Japan ッフが参ります。
～～～～～～

費用は無料で、試薬の分注などの準備、器具機器の貸し出しなど、すぐに実験ができるように準備

していただけます。内容は裏面をご参照ください。Facebookでも実施状況をご覧いただけます。

来年度以降に授業で実施できるように、まずは、研修を受けてみませんか。

東京まで出向く（春・秋）方法もありますが、10名程度まとまれば、地元で
実施してもらえますので、研修希望者を募ります。希望者は、1月末までに
右のフォームからご連絡ください。日程は希望者の予定も聞いて決定します。→→

まず、このプロジェクトを利用して授業実施の経験をすれば、そのあとは、

神戸高校の事業を活用するなど、継続して授業を実施していけると思います。

工藤先生は、「何もないから、費用が出ないから実施しにくい」「経験がないから踏みきれない」と

いった高等学校の先生方に、ぜひ、経験し、実施していただきたい、と、おっしゃっています。

https://www.facebook.com/Amgen.Biotech.Experience.Japan
https://forms.gle/rJWSMgxU2ZeQBxPp7
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